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１．事業概要 

 

  １）事業者名及び代表者名 

     吉田紙器工業 株式会社 

     代表取締役社長   吉田 修 

 

  ２）所在地 

    〒370－0614 

    群馬県 邑楽郡 邑楽町大字赤堀字鞍掛 4119番 3 

 

  ３）環境管理責任者及び事務局 

     EA-21責任者 ： 営業部主任  谷津 卓哉 

     EA-21事務局 ： 常務取締役  吉田 益美 

  

  ４）連絡先 

     連絡担当者：吉田 益美（EA21事務局） 

     TEL  ： 0276-70-2811 

     FAX  ： 0276-70-2813 

     E‐mail： ｙｓｄ-ｇｙｏｍｕ1＠ｙｏｓｈｉｄａｓｈｉｋｉ．ｊｐ 

  

  ５）事業活動の内容 

    ・ダンボール製品の設計、製造・印刷及び販売 

    ・梱包資材の販売  

 

 ６）事業規模 

 

項目 単位 2023年（第 59期） 2024年（第 60期） 2025年（第 61期） 

主要製品生産量 ㎡ 5,555,472 5,404,878 5,558,428 

従業員数 人 25.5 26.5 26.5 

床面積 ㎡ 3,542 3,542 3,542 

敷地面積 ㎡ 6,943 6,943 6,943 

売上高 百万円 729 749 752 

 

7）認証登録範囲 

 

 ．全社・全活動を対象範囲としています。 

 

 ・レポート対象期間：２０２４年１０月～２０２５年９月 

 

 ・レポート発行日：２０２５年１１月２８日 
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8）推進組織図 

 

承認（社長） 作成（ＥＡ責任者）

役員 2 名
管理職 3 名
一般 17 名

パート・人派 6.5 名
合計 28.5 名 制改訂履歴

委員長 吉田　修 事務局長 吉田益美
ＥＡ－２１責任者 谷津　卓哉 副事務局長 増田由美子
営業・業務Ｇ責任者 北山　守  
プリンターＧ責任者 高木正和
仕上Ｇ責任者 須永清明
配送Ｇ責任者 長澤和広
事務局 吉田益美

責任者 北山　守 責任者 高木正和 責任者 須永清明 責任者 長澤和広
副責任者 吉田益美 副責任者 鈴木秀夫 副責任者 茂木一夫 副責任者 畑山光夫

谷津卓哉 メンバー 菊地俊行 松澤隆一 蓮見英樹
増田由美子 本澤　道 森島　誠 秋山勝博
高橋真理派 植竹友大 宮澤圭一 澁澤圭吾
田代節子ﾊﾟﾄ 冨田昌英 ﾛﾝ実

ﾛｼﾞｪﾘｵ派 ﾚｰ派
ﾋｴｳ派 ﾓﾊﾏﾄﾞ派

香取くに江PM

メンバー

メンバー

２　問題点の是正処置

１　環境経営計画の実施 　　(燃料使用量の削減）

（廃棄物の削減）
　　（水資源使用量の削減）

　（電気使用量の削減）

１　環境経営計画の実施

２　問題点の是正処置

谷津　卓哉

吉田紙器工業株式会社　ＥＡ－２１推進組織図

吉田 吉田益

２００６年４月２１日　制定

３　代表者による全体の評価と見直し

４　環境経営レポートの承認
５　環境経営目標及び環境経営計画の承認

１　ＥＡ－２１システムの確立、実施推進、維持管理

２　環境への負荷及び取組への自己チェックの実施

人員 １　環境経営方針の策定

２　経営資源の準備
代表者

吉田　修

ＥＡ－２１責任者

ＥＡ－２１事務局

４　環境文書及び記録の作成、管理

３　環境経営目標及び環境経営計画の策定

４　環境経営レポートの作成

５　ＥＡ－２１に関する実績把握と報告

６　ＥＡ－２１環境経営マニュアルの作成

２０２５年11月18日　改定

配送グループ

１　環境経営計画の実施

鞍掛工場

営業・業務グループ

ＥＡ－２１委員会
１　ＥＡ－２１責任者の補佐業務

２　環境関連法規の取りまとめ及び遵守状況確認
３　教育、訓練、計画の策定と実施（緊急時対応訓練・テスト含む）

１　環境経営目標及び環境経営計画の結果確認

５　その他ＥＡ－２１に関する業務

２　ＥＡ－２１に関する審議

２　問題点の是正処置 ２　問題点の是正処置

仕上グループ

１　環境経営計画の実施

プリンターグループ

(ｸﾞﾘｰﾝ購入の促進）
　(環境に優しい製品提案）

メンバー

 
 

                

 

 

 

 

 

 

 

ﾀﾞｸﾄｸｰﾗｰ 
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２．環境経営方針 

 

①
②
③
④

①
②
③
④

環境経営方針

吉田紙器工業株式会社は、段ボール製品を製造販売し「利益を得て」おります。段ボールは
パルプより製造され、パルプは木材より製造されます。自然環境が保たれなければ「利益を得
られなくなる」事を常に考えなければなりません。従って、私たちの住むかけがえのない地球、
日本、地域等の環境を守り、保ち、向上させることが、私たちの社業の発展に繋がると信じ、事
業活動の全てが環境保全に繋がると考え、自然に慈しみと思いやりを持った経営と行動に努
め、広く国際的・社会的・地域的に貢献いたします。

1
事業活動の全ての分野を通じて環境経営マネジメントシステムを構築し、環境経営目
標・環境経営計画を定めて継続的な改善に努めると共に、安全・品質等の改善も全て
環境保全に繋がると考え、全てのマネジメントシステムの中心をＥＡ２１とし運用していく。

2
環境関係は基より、社会的責任を自覚し、全ての法令・規則・条例・差別・ハラスメント禁
止・を遵守すると共に、国際的機関・行政機関・団体・地域等の要請に協力し、ＳＤＧｓ活
動に賛同いたします。

3
事業活動において環境に与える影響を削減しつつ効率化を計る為、次の事項に対して
優先的に取り組みます。

設備・空調・車両の運転による、電気・燃料使用量の削減
事業活動から排出される産業廃棄物の削減
事業活動による水使用量の削減
環境に配慮した設備を導入しつつ効率化を行う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田紙器工業株式会社

4
生産活動での使用物品・事務用品等グリーン購入に努め、循環型社会の実現に貢献い
たします。

5
営業活動での環境に優しい製品のお客様への提案に努め、循環型社会の実現に貢献
いたします。

6 環境保全向上に関する勉強を行い、国際・社会・地域的な貢献活動に努めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　吉田　修

児童労働の禁止
強制労働の禁止
雇用及び職業における差別の撤廃
結社の自由と団体交渉権の尊重

7
環境保全向上に関する事柄に留まらず、全ては環境保全に繋がると考え、広く勉強を行
い、国際・社会・地域的な貢献活動に努めFSC認証活動に賛同いたします。

この環境経営方針は全社員に周知を徹底するとともに、社外へも公開いたします。

制定日２００６年６月２１日

改定日２０２２年２月３日
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３． 環境経営目標 

 

   今年度の環境経営目標は、2024 年度の実績値を基準値とし、電力使用量と燃料使用量については二酸化炭素排出

量に換算して目標として以下のように設定いたしました。 

              *二酸化炭素排出係数は令和 4年度東京電力 調整後排出係数 0.433Kｇ-CO2を使用 

 

１）環境経営目標 

取組項目 2024年度実績（基準値） ﾚﾎﾟｰﾄ対象期間目標

（25年度） 

次年度目標 

（26年度） 

中期目標 

（27年度） 

１．電力使用量の

削減 

総電気使用量 

184.26Kｇ-CO2/１万㎡ 

（2024実績値） 

0.5％削減 

183.34Kg-CO2/1 万

㎡ 

0.5％削減 

182.42Kg-CO2/1 万

㎡ 

0.5％削減 

181.51Kg-CO2/1 万

㎡ 

２．燃料使用量の

削減 

トラック・営業者使用燃料 

（ガソリン・軽油の削減） 

73.41Kg-O2/１万㎡ 

（2024年度実績値） 

0.5％削減 

73.04Kg-CO2/1万㎡ 

0.5％削減 

72.67Kg-CO2/1万㎡ 

0.5％削減 

72.31Kg-CO2/1 万

㎡ 

３．廃棄物の削減 総廃棄物量の削減 

（段ボールを除く） 

8.68ｔ 

（2024年度実績値） 

0.5％削減 

8.64ｔ 

0.5％削減 

8.60ｔ 

0.5％削減 

8.56ｔ 

４．水資源使用量

の削減 

年間水資源総使用量 

354㎥ 

(2024年度実績値) 

１％削減 

350.5㎥ 

１％削減 

347㎥ 

１％削減 

343.5㎥ 

５．グリーン購入の

促進 

 

3品 ３品目増 ３品目増 ３品目増 

６．環境に優しい

製品の提案推進 

 

3件 ３件 ３件 ３件 

 

 

 

 

【化学物質削減】 

取組の必須項目である化学物質使用量削減については、当社 PRTR法対象物質の取扱いはボンドが該当します。 

ボンド（酢酸ビニル含有）については、代替品がないのと使用量が少ないので環境目標には上げていませんが、 

管理は継続していきます。 
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４． 実績  

 

 環境経営目標に対する達成状況は以下の通りです。 

※１. 実績値は、２０２５年度活動期間（10月～9月）と基準年度２０２４年度の値とを比較する。 

※２ 電気、燃料使用量の単位量は、材料購入量１万㎡当たりの二酸化炭素排出量値とする。 

 

 

  取組項目 24年度（基準値） 25年度（実績） 目標達成率  判定 

電力使用量 

０.5％削減 

総電気使用量 

184.26Kg-CO2/ １ 万

㎡ 

 

 

186.17Kg-CO2/ １ 万

㎡ 

 

98.48% 

 

 

  取組項目 24年度（基準値） 25年度 達成率  判定 

燃料使用量 

トラック・営業車燃料 

０．5％削減 

トラック・営業車使用燃

料（ガソリン、軽油） 

73.41Kg-CO2 ／ １ 万

㎡ 

  

67.80Kg-CO2／ 1 万

㎡  

 

107.7％ 

 

 

  取組項目 24年度（基準値） 25年度 達成率  判定 

廃棄物の削減 

０．５％削減 

総廃棄物量の削減 

（段ボールを除く） 

8.68ｔ 

 （スポット処分除く）  

8.03ｔ 

   

107.6％ 

 

 

  取組項目 24年度（基準値） 25年度 達成率  判定 

水資源使用量の削減 

1％削減 

水資源使用量の削減 

354㎥ 
     406㎥ 

     

86.3％ 

 

 

取組項目 24年度（基準値） 25年度 達成率 判定 

ｸﾞﾘｰﾝ購入の促進 

   3品目増 

ｸﾞﾘｰﾝ購入、環境配慮

型製品購入促進 

   3品目 

営業車をｽﾄﾛﾝｸﾞﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ車

に入替 

ﾊﾟｿｺﾝ１０台ｻｰﾊﾞｰ入替 

複合機入替 

     

100％ 

 

 

取組項目 24年度（基準値） 25年度 達成率 判定 

環境に優しい製品の推

進提案 

    3件 

環境に優しい製品の設

計提案 

    5件 

・森林認証製品採用 5件 

・形状変更による総使用量

削減提案中 

・木ﾊﾟﾚからｵｰﾙ段ﾎﾞｰﾙ化

提案中 

     

167％ 

 

 

＊２０２５年度の二酸化炭素排出量は、１４１,２０３．８６Ｋｇ－ＣＯ2 です。 

昨年と比較すると、１０１．４％となっています。 
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５． 環境経営計画の取組結果と評価、次年度取組内容 

 

当社は、事業活動における環境への負荷を低減するために、以下の通り活動を実施しており、その達成状況や活動

の実施状況を委員会にてフォローしております。 

   活動内容詳細については、環境活動計画書（別紙）のとおりです。 

   2024年度を基準とし、2025年度（2024.10～2025.9）の実績評価を行いました。 

 

取組み計画 達成状況 評価（結果と今後の方向） 

電気使用量の削減 

1.空調温度の適正化（冷房 29℃暖房

19℃） 

2.生産工程の待機時間短縮および残

業時間の削減 

3.不必要な場所の消灯、ﾃﾞﾏﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛ

ｰﾙ管理 

4.ｻﾏｰﾀｲﾑ実施による冷房の効率化 

5.ﾌｫｰｸﾘﾌﾄの始業前点検 

 

基準  184.26Kg-CO2/1 万

㎡ 

目標  183.34Kg-CO2/1 万

㎡ 

     （対基準△0.5％） 

実績  186.17Kg-CO2/1 万

㎡ 

目標達成率 98.48％ 

 

１０月～6月は順調に削減できていましたが、猛

暑により大型のダクトクーラー2 台を設置いたし

ました。企業への熱中症対策の義務化を受けて

の対策となります。 

今後も、暑さ対策は必須と考えられますので、 

太陽光発電や蓄電池によるピーク電力カット、

事務所の LED 照明への変更等を急ぐ必要があ

ると考えております。 

燃料使用量の削減 

1.ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの徹底 

2.日常および定期的に点検を行い適

正な車輌整備を行う 

3.配送効率を考慮した生産計画 

4.ｴｺｶｰ（ﾄﾗｯｸ）入替 

5.営業車入替 

 

基準  73.41Kg‐CO2/1万㎡ 

目標  73.04Kg-CO2/1万㎡ 

     （対基準△0.5％） 

実績  67.80Kg-CO2/1万㎡ 

目標達成率 107.7％ 

目標達成となりました。 

お客様にご理解をいただきながら、パレットお

ろし化やロット改善等、順調に効率化が図れ

ていると思います。ドライバー不足もアウトソー

シングを上手くとりいれながら配車を組んでい

ます。1月には、営業車もｽﾄﾛﾝｸﾞﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ車

へ入替ております。 

 

廃棄物の削減 

1.可能な限り裏紙利用する 

2.文書管理電子化のさらなる有効利

用 

3.５S活動の実施 

4.汚れの少ないｳｴｽ軍手の再利用 

5.抜き工程の歩留り向上 

6.分別ﾎﾞｯｸｽ設置および分別の徹底 

7.木ﾊﾟﾚ修理再利用化 

8.版、型の定期的な処分実施 

 

基準  8.68t 

目標  8.64 

     （対基準△0.5％） 

実績  8.03ｔ 

目標達成率 107.6％ 

 

相変わらず、木パレ処分が多くなっています。 

地道にプラパレへの変更をお願いしながら今後

も活動してまいります。 

物価高による消費の低迷やアメリカの関税政策

による輸出への懸念が物流へ影響しており、木

パレ処分量が減少しているため目標達成となり

ました。また、６月に実施の鞍掛工業クラブ一

斉清掃２７名参加 250kg のゴミ回収を実施い

たしました。 

定期的に実施する予定の版、型の処分ができて

おりませんので、来期には実施いたします。 

 

 

水資源使用量の削減 

1.節水ｼｰﾙ貼付とﾎﾟｽﾀｰ掲示 

2.循環式版洗い機適正使用. 

3.排水等の監視測定、設備の定期点

検の実施 

 

基準  354㎥ 

目標  350.5㎥ 

     （対基準△1％） 

実績  406㎥ 

目標達成率 86.3％ 

今年の猛暑対策として大型ダクトクーラー2 台を増設

したことが、目標未達成の要因である。 

来期以降の猛暑対策も考えながら、目標を設定して

いきたい 

 

グリーン購入の促進 

1.有害性の少ない資材の購入 

2.省エネ性の高い電気製品の購入 

3.燃費のよい自動車の採用 

4.事務用品ｸﾞﾘｰﾝ購入比率向上 

 

営業車をｽﾄﾛﾝｸﾞﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ車に

入替 

工場内 LED一部付替え 

ﾊﾟｿｺﾝ 10台、ｻｰﾊﾞｰ入替 

複合機入替 

電気ポット購入 

ウインドウズのサポート終了に伴いﾊﾟｿｺﾝ、ｻｰﾊﾞｰ

の入替実施とリース契約更新のため複合機を入替

ました。 

暑さにより切れてしまった工場内 LEDも付替えまし

た。 

営業車１台をｽﾄﾛﾝｸﾞﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ車へ入替ました。 
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取組み計画 達成状況 評価（結果と今後の方向） 

環境に優しい製品の提案推進 

1省資源設計. 

2.ｴｺ梱包資材の提案 

3.環境配慮製品の販売促進. 

4.環境経営材料ﾒｰｶｰと取引拡大 

・3種類を共通化し、さらに緩衝

材をオール段ボール化し採用さ

れました。 

・仕切をセパレートにし材料削減

と２種を共通化 

・共通化 3点 

カットテープ廃止採用 

 

2023.10 月から森林認証製品のご提案をして

いますが、採用が増えて 2025.9 月までで３社

11 製品で森林認証製品の採用をいただきお客

様へお届けしております。昨年から６件増えてい

ます。 

共通化して種類を減らす管理コスト削減につな

がる提案が多く採用いただいております。 

 

環境保全取組実施率の向上 

1.教育訓練の実施 

2.取組状況ﾁｪｯｸ（毎年） 

3.ｴｺｱｸｼｮﾝ 21 ｼｽﾃﾑの確実な実施 

4.工場周辺の溝清掃、地域ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

活動参加 

5.工場見学者の受入 

6.環境ＧＳの実施 

 

・6/28（土）工業団地一斉清掃

活動に 27 名参加し 250Kg の

ゴミを回収 

・7/4 ｴｺｱｸｼｮﾝ 21 研修会参

加 

 

今年も、6 月の環境月間に合わせて、工業団地

周辺の清掃活動を実施し、各自治体環境課へ

報告いたしました。 

ｴｺｱｸｼｮﾝ 21研修会に参加し、環境経営ﾚﾎﾟｰ

ﾄ作成のﾎﾟｲﾝﾄと地域判定委員会の審議ﾎﾟｲﾝﾄ

について学びました。 

他にも展示会などに参加し、他社の取組につい

て学びました。 

 

 

.環境保全取組活動 

工場周辺清掃活動 

 鞍掛工業団地一斉清掃の様子です。 

 活動実績は、７月８日（火）に館林市、邑楽町、千代田町の各担当課へ報告しております。 
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６．環境関連法規の遵守状況確認、評価並びに違反、訴訟等の有無 

 

  当社に関連する主な法規制は下表の通りである。 

また、関連法規制の遵守状況確認を毎年１回実施しており、違反、訴訟等はありませんでした。また、地域住民、 

関係機関からのクレームも３年間ありませんでした。 

 

主な適用法規    当社の対応 遵守状況 

循環型社会形成推進基本法 

廃棄物処理法 

群馬県環境基本条例 

群馬県生活環境の保全に関

する条例 

・廃棄物の削減 

・廃棄物の適正処置の確保 

・産業廃棄物保管基準遵守 

・産業廃棄物処理委託基準の遵守 

・産業廃棄物管理票の管理義務 

・産業廃棄物管理票交付等状況報告書提出 

 

 

   遵守確認済 

省エネ法 

群馬県地球温暖化防止条例 

・電気使用量の把握、削減 

・燃料の把握、削減 

   遵守確認済 

騒音規制法 

群馬県生活環境の保全に関

する条例 

公害防止協定書（邑楽町） 

・特定施設設置の届出 

・規制基準の遵守（測定結果確認１回／年） 

   遵守確認済 

振動規制法 

群馬県生活環境の保全に関

する条例 

公害防止協定書（邑楽町） 

・特定施設設置の届出 

・規制基準の遵守（測定結果確認１回／年） 

   遵守確認済 

水質汚濁防止法 

群馬県生活環境の保全に関

する条例 

公害防止協定書（邑楽町） 

・規制基準の遵守 

・委託業者の測定結果の確認１回／月 

   遵守確認済 

浄化槽法 

群馬県浄化槽法施行規則 

・浄化槽の届出 

・清掃、点検及び法定検査 

   遵守確認済 

工場立地法 

群馬県工場立地適正化条例 

緑化協定書（邑楽町） 

特定施設の届出 

規制基準の維持（敷地に対し 20％以上） 

遵守確認済 

フロン排出抑制法 点検表にて簡易点検 1回/3か月 遵守確認済 

悪臭防止法 臭気指数規制値 21 遵守と事故時応急処置、

報告、改善対策 

遵守確認済 

PRTR法 第一種指定化学物質排出量及び移動量の把握 遵守確認済 
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2025.11.27 

７．代表者による全体評価と見直しの結果 

 

全
体
評
価 

項目 評価の内容 

環境への取組は適切に実施され

ているか 

今期の電力使用量は６月までは順調に削減で来ておりましたが夏場

の３ケ月の猛暑にて使用量が増加してしまい目標の９８．５％と未達

成となってしまいました。春に猛暑対策用に大型ダクトクラー２台を設

備した事と夏場の猛暑により使用頻度が朝から夜まで及んだ事が大

きな要因でした。これに準じて水資源使用量も目標の８６．３％と大

きく未達成となりました。ダクトクラー効果として従業員より熱中症が

一人も出なった事は幸いでしたが電気と水の使用量が増加してしま

った事に対して今後対策していかなくてはなりません。燃料使用量は

１０７．６％と大きく達成いたしました。営業車の入れ替えや輸送効率

化の成果と思われますが今後燃費比較等細部の検証も行っていきま

しょう。廃棄物削減・グリーン購入・環境製品提案は目標を達成出来

ております。今年度の CO2 排出量昨年度より増加しておりますが生

産量による影響で数字が変動いたしますので今後は総排出量での評

価も検討してください。経済が停滞して生産量が伸びない状況や猛

暑等の影響があった中で全体的には環境への適切な取り組みがされ

ていると判断いたします。 

環境経営システムが有効に機能し

ているか 

電灯のこまめな消灯等電気の使い方を意識した取り組みなど見られ

ます。従業員皆様が環境経営を意識した行動が認識されます。今後

も環境を考えた生産活動や生活を行って参りましょう。 

見
直
し
・指
示 

対象 変更の有無 見直しの内容・指示 

環境経営方針 無 今後ＳＢＴ等、会社全体のＣＯ２総排出量が製品に対しての付加価

値として判断されますので意識した方針を検討して下さい。 

環境経営目標 無 

無 

製品一点毎のＣＯ２排出量等細かな目標や計画を検討してみてくだ

さい。 環境経営計画 

実施体制 無 特になし 

 

 

 ６１期は３／４期までは順調でしたが夏場の猛暑残暑により電気使用量や水使用量が大きく影響を受けてしまいました。

安全第一ですが環境変化や災害等に対応する方法も環境に優しい方法を考えて行かなくてはなりません。 

新素材の太陽光発電のペロブスカイトが大阪万博などで実証実験されているようなので期待しております。 

自動車業界を始めとして、企業のＣＯ２排出量や製品１個のＣＯ２排出量を求められて来ております。 

弊社も製品１個のＣＯ２排出量把握や算出方法・削減方法等具体的に行動して参ります。 

「エコアクション２１による環境経営」を行う事により全て自社の強みしていくことが企業の付加価値になって行きます。 

次年度は目標を従業員皆様と一緒に達成し強い会社にしていきたいと思います。一年間ありがとうございました。 

 


